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HAGAToru
芳 賀徹(日 文研)、SumieJones(イ ンデ ィアナ大)を 共 同主催者 とす る本パ ネルは、1994年
10月18日 ㈹ の午後 から、翌19日Ulc)の 夕刻 まで、全6セ ッシ ョン(各 セ ッシ ョン2時 間)に わた っ
て催 された。各 セ ッシ ョンごとに3名 の報告 者 と3名 の討 論者 を擁 し、座長 を含めれ ば延べ 計42
名の内外 の直接参加者 を得て行 われた本パネルは、今回の 日本研究京都会議 のなかで も最大の規
模の ものであ った。
「1生」はsexualityの 問題 として も、genderの 問題 として も、い まや欧米 の人文 ・社会の学界
で は最先端の もっとも興味深 い課題 と して研 究 され、討議 されつつある。だが、そのなかで も、
sexualityの もっとも豊饒 に して華 麗な表現 と して注 目されてい た徳川後期 の江戸 の春画 は、 ま
さにその豊饒 と華麗のゆえに、少 くとも日本で は長年、正統 な評価 も研 究 もタブー とされ、抑圧
されて きた。本パ ネルでは一挙にそのタブーを破 って、 日本の学術史上おそ らく初 めて公 開の場
で、 この江戸春画の もつ文化 史的 ・美学的意味合 いの多様 さを正攻法で論 じるこ ととなった。
岩崎治子(カ リフ ォルニア大サ ンタバーバ ラ)、 千野香織(学 習院大)、TimonScreech(ロ ン
ドン大)、 上野千鶴子(東 大)か ら、MatthiasForrer(ラ イデン民族学博1物館)、 河野元昭(東 大)、
浅野秀 剛(千 葉 市美)、 田中優子(法 政 大)、 中野 三敏(九 州大)を へ て、丹尾 安典(早 大)、
RegineJohnson(ハ ーヴ ァー ド)、 早川聞多、辻惟 雄、井上章一(以 上、 日文研)、 山口昌男(静
岡県大)に いたるまで、徳川 日本文化 史 ・美術 史に関 して現在集 めうる最尖鋭の研 究者が、次 々
に登壇 して行 なった発表 と討論 とは、江戸文化 の半分 、少 くともその三分の一 をなす春画の世界
の、想像 ・予想 をこえた豊か さ、面 白さ、重 大 さ、切 実 さ、そ して時代 による局限性 と時代 をこ
えた普遍性 とを示 して、ほ とん ど余す ところがなか った。
多彩 な討論者 に よる討議 、会場か らの質疑 もまた主題にふ さわ し く活発で 、いつ も時間一杯 の
展開 を見せ た。 と くに本パ ネルの続行中、会場た る日文研 ホールの二階両袖で、東京有楽町の画
廊 「角匠」(す み しょう)が 特別 に篤志 をもって提供 して くれた 「江戸春画展」は、春信 、清長、
湖龍斎か ら、歌麿 、北斎 にいた る名 品中の名品 を、おそ らく近代 日本 史上 は じめて公けに展示 し、
本パ ネル参加者のみ ならず本京都会議参加者 の多 くの者の讃嘆の声 を獲得 した。 もって国際 日本
文化研究セ ンターの名誉 とし、誇 りとして、 セ ンター史上 に記憶 され るべ き快挙 であったとい え
よう。
本パ ネル は、SumieJonesの イ ニ シ ャテ ィヴ に よって、 す で に1992年8月 に はシ カ ゴの
InstituteofFineArtsに おいて、1993年8,月 にはロ ン ドンのBritishMuseumに おいて、 そ して
1994年6,月 には学習 院大学 において開催 された、同題 のセ ミナーの継続 と発展の上に、今 回と く
に平和 中島財 団の研究助成 を も得て行なわれた ものである。1995年8月 にジ ョー ンズ教授 の所属
す るイ ンデ ィアナ大学 において、最終の第5回 セ ミナーが行 なわれて、その成果が まず英文で公
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刊されることとなっている。そのため、本京都会議における報告も、その1995年 の最終成果に収
められる予定 となっていて、本論文集には掲載されない。本パネルに絶大な関心 を寄せ られた方々
の御寛容 を願 う次第である。
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